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《議題および協議されたこと》 
第５回学校運営協議会では、下記のような内容  

で一年間の総括を話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 第５号 

発行：亀山東小学校学校運営協議会事務局 

第 5回 3/5 

学校運営協議会 

◎地域の「ひと・もの・こと」を活用した児童の学びについて  

◎学校・子どもを支える地域のボランティア活動について  

◎学校アンケート調査結果について  

児童の登下校の際、６つの団体の方々に交通安全見守り活動をし

ていただいています。鹿島橋の欄干に注意喚起の看板を設置するなど安全対策もすす

められました。

大きな課題として検討と対応

 

亀山大市 販売商品 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の「ひと・もの・こと」から学ぶ子どもたち   

 地域の「ひと・もの・こと」から学ぶ学習を地域関連学習と位置づけ１年生から６年間か

けて学習を積み上げます。本年は全学年で４０回の教育活動に地域の方々にご協力いただき

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 年 認知症キッズサポーター

養成講座 

 

  

 

６年 亀山大市出店 

 

２年 東町商店街町探検 

 

３年 亀山高校交流学習（防災学習） 

 

５年 米作り体験学習 

 

手作り道具を作り、地域の園

児を招き一緒に活動しまし

た。 

地域について学んでいます。東

町商店街を探検し、お店屋さん

にインタビューをしました。 

地域の防災について学んできま

した。亀山高校生ともコラボし

学習しました。 

福祉について学んできました。

介助の方法などを具体的に学び

体験しました。 

地域の産業などを学んでいま

す。豊若会の協力で田植えや稲

刈り体験をしました。 

起業体験学習の一環として学

んできたことの実践の場とし

て大市に出店しました。 

１年 保幼認小交流 秋まつり 

 

・放課後子ども教室（わくわくひがしっこ）…本年は１９の教室が開かれました。児童

にとって楽しみながら異なる学年の児童や地域の方々と出会う場となり、貴重な機会

となっています。インフルエンザの流行により、開催日の延期など学校と連絡を図り

ながら年１０回実施されました。 

 


